
感動した！！友嬉祭 
10月 26日（土）「友嬉祭～附属色って 267色あんねん～」

を、開催しました。午前中は開会行事からフィンランド報告、

科学部・美術部発表、展示紹介、学年合唱と続きました。各

学年合唱終了後、生徒の感想や意見の発表があり、予定には

ありませんでしたが、最後に私からの感想を述べる機会があ

りました。その冒頭が「感動した！！」でした。  

今年は、学年合唱の練習も中学校中庭や小学校体育館でも

行いました。その際には、先生方が小学校と調整して、必要

な時間帯の確保をしました。私は小学校体育館で全学年の練

習風景を見せてもらいましたが、自分たちの意見主張のみが

目についた春の体育大会とは明らかに違う、成長した姿を見

ることができました。今後の成長も大変楽しみです。 

これから社会に出て、時にはグローバルな場で様々な背景

の人たちと共に良いものを創り上げる、プロジェクトを成功

させるためには、主張する理由や根拠を相手に納得させ、適

切な手段を選択することができる力量が必要です。今回の友

嬉祭はその可能性を十分に感じさせるものとなったような気

がします。以下副校長長見先先生のご講評です。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

改修工事で制約のある中、みんな

で作り上げた友嬉祭、よく頑張りまし

た。まさに「附属色って267色」とい

うテーマのとおり、一人ひとりの個性

と仲間どうしのつながりが感じられ

るものでした。限られた条件の中で、

学芸部と生徒会が中心となり「でき

ないではなく、できるためにどうす

るか」の発想で、今日まで各学年で

力を合わせて、努力を積み重ねてき

た成果だと思います。 

フィンランド訪問の発表は、行っ

たからこそ言える興味深い内容でし

た。科学部の発表は自然とのふれあい

が実感できましたし、美術部の発表は、

作品の完成までのプロセスがよくわ

かりました。そして、各学年の合唱。

中庭での練習段階から、一人ひとりが

真剣に取り組んでいる表情が印象的でした。どの学年も本番

は、これまで以上に心をこめて歌ってくれたので、しっかり

と届いてきました。１年生は女子のソプラノの声に男子がつ

いていく、かわいらしさの残った歌声でした。２年生は、「あ

なた」と「私」という歌詞から始まり、移りゆく景色と変わ

らない心が歌唱を通して表現できていました。３年生は「さ

すが最高学年」と感じさせてくれる迫力ある歌声でした。「3・

11」の経験を通して作られた本当に大切にしていきたい「つ

ながり・当たり前のありがたさ」、そんなことを情感をこめ

て合唱できていて、心が温かくなりました。とはいえ、どの

学年も、本番までいろんな出来事があったかもしれません。

しかし、美しいハーモニーが完成するまでのプロセスこそが、

合唱の醍醐味です。なぜなら、歌うの

が得意な人もいれば、苦手な人もいる

はずです。それが個性です。同じ声や

歌い方ばかりでは、ハーモニーにはな

りません。それぞれの違いや個性がう

まく組み合わさった時にこそ、美しいハ

ーモニーが生まれます。違いを豊かさに

変える力、相手意識をもって行動するこ

と、合唱を通して、そんな気づきや学び

があったことだと思います。指揮や伴奏

をしてくれた人もご苦労様でした。緊張

したことと思います。 

それから、有志発表。ネプリーグか

ら始まり、ダンスあり、会場を一体化さ

せる歌声あり、楽しい映像表現ありで、多彩で趣向が凝らさ

れていました。また、フィナーレを飾った吹奏楽部の演奏は、

なじみのある曲を楽器の音色を生かしながら、楽しく愉快に

聞かせてくれました。プレハブ校舎の展示や掲示物も、実に

工夫やアイディアが凝らされていて、興味深いものばかりで

した。文化というものは、単なる自由や自主とは違い、自分

たちの規律の中で作っていくものです。各学年の合唱を聞い

た後、校長先生から「新しい伝統ができた」というお言葉が

ありましたが、私も今日一日、みなさんの「伸びしろ」を感

じました。 

今日まで頑張った自分自身と、陰で支えてくれた仲間、そ

して学芸部のみんな、さらには体育館を融通してくださった

小学校のみなさんに感謝の気持ちを忘れないでください。こ

のあとは、しっかりと今日までのプロセスを含め、自分の頑

張りや仲間のいいところなどをきちんと振り返ってください。 

終わりになりますが、保護者の皆様には、長時間、お疲れ

様でした。ご家庭に戻られたら、ぜひ、今日のお子さんの頑

張りを褒めてあげていただければと思います。ありがとうご

ざいました。 

台湾の大学の先生方が附属学校を訪問 
10 月 29 日（火）国立清華大学の薛

曉華副教授と国立台北教育大学文教法

律研究所の周志宏教授が附属中学校と

附属小学校に来校されました。附属中

学校では、社会や理科の授業見学とプ

レハブ校舎の友嬉祭の展示を見学され

ました。特に SDGs や STEAM 教育に関

心を持っておられました。 

附属小学校では、時間割変更し、総合

の時間等における STEAM教育の取組を

見学していただきました。どちらの学

校の取組にも良い評価を頂きました。 

交通安全に十分注意を 
先月号で、２学期に附属小・中学生の交通事故について注

意を呼び掛けました。学校でもバス停周辺での危険な行為や

バス内のマナーについても指導に努めています。再度、ご家

庭で交通ルールやマナーに関するご指導をいただけるとあり

がたいです。よろしくお願いいたします。 

今後の主な行事予定 
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兵庫教育大学附属中学校 

            校 長 冨 田 明 徳 

11月 
８日(金)～12日(火) 教育相談日（45分授業） 
13日(水)～15日(金)期末テスト 
14日(木) 一般対象進学説明会(17時～附小多目的室) 
15日(金) 附属小学校対象進学説明会(16時～附小体育館) 
25日(月)～28日(木)国際貢献型留学生（大学院生）実習 
26日(火) 幼小中合同不審者対応訓練(３校時) 

フィンランド訪問団来校 
27日(水) PTA文化講演会（５、６校時） 
30日(土) 3年生 V模試 
12月 
４日(水) 公開授業研究(３年３組国語) 
６日(金) 生徒会役員立会演説会・選挙 
11日(水)～ 17日(火) 三者懇談  
20日(金) 給食最終 大掃除 
23日(月) ２学期終業式・生徒会引継ぎ式 
24日(火) 冬季休業日（～１月６日） 

立見も含め超満員の会場 

1年生学年合唱 

２年生学年合唱 

３年生学年合唱 


